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1309　クコシ（枸杞子）

クコシ（枸杞子）

ナス科　落葉低木
ナガバクコ　Lycium barbarum

基　　原

寧夏、青海、内蒙古、新疆、遼寧、山西、陝西、
甘粛、西蔵など

産　　地

ベタイン、ケイヒ酸、シトステロール
カロチノイド：カロチン、ゼアキサンチン、フィサリエン
ビタミン類：チアミン、ビタミンB、C脂肪酸：リノール酸　　など

主な成分

免疫増強作用、血糖値降下作用、脂質代謝改善作用、
肝機能保護作用などが報告されている。

主な薬効

果実薬用部分

【杞菊地黄丸】 コギクジオウガン
中心性網膜炎、視神経萎縮、球後視神経炎などの眼疾患、高血圧症、自律神経失調症などで、肝腎陰虚、
肝火旺の症に用いる。
（処方内容）　枸杞子／菊花／牡丹皮／茯苓／沢瀉／山薬／山茱萸／熟地黄

【一 貫 煎】 イッカンセン
肝疾患に用いられる。
（処方内容）　沙参／麦門冬／当帰／枸杞子／地黄／川楝子　

代表的処方

枸杞とは、「カラタチ（枸橘）のようなトゲがあり、コリヤナギ
（杞）のように枝がしなやか」であったために名づけられたと
される（『本草綱目』）。　
漢字の枸は「枝が曲がること」を表し、カラタチは
枝がよじれてトゲが多い。

一方、学名の「Lycium」（下記「基原」の項参照）
は、中央アジアのLycia地方に生えていたトゲの
多い潅木をさし、古代ギリシャ語であるlycionを
転用したとされる。
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